様式第一（第五条関係）
歴史的風致維持向上地区計画の区域内における行為の届出書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　月　　日　　　　
　　白河市長　様
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　届出者　住所
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名　　　　　　　　　　　　　㊞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

地域における歴史的風致の維持及び向上に関する法律第３３条第１項の規定に基づき、
　　　　　土地の区画形質の変更
　　　　　建築物等の新築、改築、増築又は移転
　　　　　建築物等の用途の変更　　　　　　　　　について、下記により届け出ます。
　　　　　建築物等の形態又は意匠の変更
　　　　　木竹の伐採　
   記
１　行為の場所
２　行為の着手予定日　　　　　　　　　　　年　　月　　日
３　行為の完了予定日　　　　　　　　　　　年　　月　　日
４　行為の設計又は施行方法　　　　　　
	(1)土地の区画形質の変更
	区域の面積　　　　　　　　　　　　　㎡
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	(ⅳ)高さ
　　地盤面から　　　ｍ　
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	(4)建築物等の形態又は意匠の変更

	変更の内容

	(5)木竹の伐採
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備考　
　１　届出者が法人である場合においては、氏名の欄に、当該法人の名称及び代表者の氏名
　　を記載すること。
　２　届出者の氏名（法人にあってはその代表者の氏名）の記載を自署で行う場合において
　　は、押印を省略することができる。
　３　建築物等の用途の変更について変更部分が二以上あるときは、各部分ごとに記載する
　　こと。
　４　歴史的風致維持向上地区計画において定められている内容に照らして、必要な事項に
　　ついて記載すること。
　５　同一の土地の区域について二以上の種類の行為を行おうとするときは、一の届出書に
　　よることができる。
　６　緑化施設の面積は、都市緑地法施行規則（昭和４９年建設省令第１号）第９条に定め
　　る方法により算定すること。

※届出が不要な場合
　１　通常の管理行為、軽易な行為その他の行為で政令で定めるもの
　２　非常災害のため必要な応急措置として行う行為
　３　国の機関又は地方公共団体が行う行為
　４　都市計画法第４条第１５項に規定する都市計画事業の施行として行う行為又はこれに
　　準ずる行為として政令で定める行為
　５　都市計画法第２９条第１項の許可を要する行為（開発行為）
　６　その他これらに類するものとして政令で定める行為
　　　　建築基準法第６条第１項の確認（建築確認申請）又は同法第１８条第２項の通知を
　　　　要する建築物等の新築、改築、増築若しくは用途の変更　等

※添付図書
　１　土地の区画形質の変更
　　　位置図、区域図、計画図　

　２　建築物等の増築、改築、移転又は用途の変更
　　　位置図、配置図、二面以上の立面図、各階の平面図（工作物の場合は不要）

　３　建築物等の形態又は意匠の変更
　　　位置図、配置図、二面以上の立面図

　４　木竹の伐採
[bookmark: _GoBack]　　　位置図、区域図、計画図（施行方法を明らかにする図面）
